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 この規格についての意見又は質問は，上記原案作成者又は経済産業省産業技術環境局 国際標準課（〒100-8901 東京
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会の審議に付され，速やかに，確認，改正又は廃止されます。
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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本工作機器工業会（JMAA）

及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出

があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 1192 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS B 1192-1 第 1 部：用語及び記号 

JIS B 1192-2 第 2 部：呼び径及び呼びリード 

JIS B 1192-3 第 3 部：精度測定方法 

JIS B 1192-4 第 4 部：軸方向静剛性 

JIS B 1192-5 第 5 部：静定格荷重，動定格荷重及び寿命 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本工業規格          JIS 
 B 1192-5：2018 
 

ボールねじ－第 5 部：静定格荷重，動定格荷重 

及び寿命 

Ball screws-Part 5: Static and dynamic axial load ratings  

and operational life 

 
序文 

この規格は，2006 年に第 1 版として発行された ISO 3408-5 を基とし，材料係数及び予圧係数を国内の

実情に合わせて一部を削除し，技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，ボールねじの基本静定格荷重，基本動定格荷重及び寿命の計算概要について規定する。 

この規格は次の前提条件の下で適用される。 

－ ボール及びボール転動部は，弾性変形 

－ ボール転動部の硬さは，HRC 58 以上 

－ frs＞0.5 及び frn＞0.5 

－ ボールねじの鋼材は軸受鋼又はそれと同等 

－ ボールねじ供給者が推奨する潤滑剤を常に供給している。 

注記 1 この規格での計算式は，主に次の出版物を参照している。 

Prof. G. Lundberg, A. Palmgren. Acta Politechnica, mech. Eng. series Vol.I, No.3, Stockholm, 

Sweden. Part 7, 1947 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 3408-5:2006，Ball screws－Part 5: Static and dynamic axial load ratings and operational life

（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。この引用

規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 1192-1 ボールねじ－第 1 部：用語及び記号 

注記 対応国際規格：ISO 3408-1，Ball screws－Part 1: Vocabulary and designation 

 


